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第
一
第
二
十
二
項
中
「
第
十
七
項
又
は
第
二
十
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
八
項
又
は
第
二
十
一
項
た
だ
し
書
」
に
改

め
、
同
項
を
第
一
第
二
十
三
項
と
し
、
第
一
第
二
十
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
二
十

二
項
と
し
、
第
一
第
二
十
項
本
文
中
「
第
十
七
項
」
を
「
第
十
八
項
」
に
、「
第
十
二
項
（
第
十
五
項
及
び
第
十
六
項
」

を
「
第
十
四
項
（
第
十
六
項
及
び
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
十
二
項
及
び
第
十
七
項
」
を
「
第
十

三
項
及
び
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
二
十
一
項
と
し
、
第
一
第
十
九
項
中
「
第
十
二
項
」
を「
第
十
三
項
」

に
、「
第
十
五
項
又
は
第
十
六
項
」
を
「
第
十
六
項
又
は
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
二
十
項
と
し
、
第
一
第

十
八
項
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
十
九
項
と
し
、
第
一
第
十
七
項
中「
第
十
二
項
」

を
「
第
十
三
項
」
に
、「
第
十
五
項
及
び
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、「（
特
定
農
作
物
共
済
に
あ
つ
て
は
、」を
「
又
は
共

済
減
少
額
等
（
」
に
、「（
以
下
「
共
済
減
少
額
等
」
と
い
う
。）」
を
「
を
い
う
。
以
下
同
じ
。」に
改
め
、
同
項
を
第
一

第
十
八
項
と
し
、
第
一
第
十
六
項
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
、「
第
十
四
項
」
を
「
第
十
五
項
」
に
、「
第
十

三
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
、「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
七
項
」
に
、「
及
び
当
該
組
合
員
等
」
を
「
並
び
に
当
該
組
合
員

等
」
に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
十
七
項
と
し
、
第
一
第
十
五
項
中
「
第
十
二
項
か
ら
前
項
ま
で
」
を「
前
三
項
」に
、「
第

十
二
項
中
」
を
「
第
十
三
項
中
」
に
、「
第
十
三
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
」
を「
同
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
六
項
」
に
、「
第
十
二
項
」」を
「
第
十
三
項
」」に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
十
六
項
と
し
、
第
一
第
十

四
項
中
「
第
二
第
十
項
」
を
「
第
二
第
十
四
項
」
に
、「
う
け
た
」
を
「
受
け
た
」
に
、「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
三
項
」

に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
十
五
項
と
し
、
第
一
第
十
三
項
中
「
第
二
第
六
項
又
は
第
八
項
の
」
を
「
第
二
第
九
項
又
は

第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
十
四
項
と
し
、
第
一
第
十
二
項
を
第
一
第
十
三
項
と
し
、
第
一

第
十
一
項
を
第
一
第
十
二
項
と
し
、
第
一
第
十
項
中
「
前
項
の
」
を
削
り
、「
職
員
」
の
下
に「（
組
合
等
が
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
損
害
評
価
会
の
委
員
、
損
害
評
価
員
及
び
組
合
等
の
職
員
）」を
加
え
、「
、
組
合
等
は
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
損
害
評
価
員
を
も
当
該
抜
取
調
査
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
」を
削
り
、

「
離
島
を
」
を
「
も
の
を
」
に
、「
で
き
る
も
の
と
す
る
」
を
「
で
き
る
」
に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
十
一
項
と
し
、
第

一
第
九
項
中
「
調
査
又
は
第
三
項
の
収
穫
前
に
お
け
る
検
見
又
は
」
を
「
規
定
に
よ
る
調
査
又
は
第
三
項
若
し
く
は
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
収
穫
前
に
お
け
る
検
見
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
ご
と
に
」
及
び
「
に
つ
き
、」の
下
に
「
当
該
」を
、

「
を
検
見
又
は
実
測
の
方
法
」
の
下
に「（
同
項
の
収
穫
前
に
お
け
る
実
測
の
方
法
に
よ
る
調
査
を
行
つ
た
場
合
の
抜
取

調
査
に
あ
つ
て
は
、
実
測
の
方
法
）」を
加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
特
定
組
合
以
外
の
組
合
等
が
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
（
収
穫
前
に
お
け
る

実
測
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。）を
行
つ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
一
第
九
項
を
第
一
第
十
項
と
し
、
第
一
第
八
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

第
七
項
の
場
合
に
お
い
て
、
組
合
等
は
、
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
（
収
穫
前
に
お
け
る
検
見
又

は
実
測
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
を
除
く
。）を
行
う
と
き
は
、
損
害
評
価
会
の
委
員
又
は
組
合
等
の
職
員
に
当
該
調

査
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
第
一
項
中
「
の
通
知
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
通
知
」
に
改
め
、「（
法
第
八
十
五
条
の
六
第
一
項
の
共
済
事
業
を

行
う
市
町
村
に
あ
つ
て
は
、
当
該
共
済
事
業
の
実
施
区
域
）」を
削
り
、「
第
一
第
三
項
の
調
査
」
を
「
第
一
第
三
項
又
は

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
」
に
、「
行
つ
た
調
査
」
を
「
行
う
も
の
」
に
、「
乾
燥
調
製
施
設
に
お
け
る
計
量
結
果
」
を

「
計
量
結
果
等
」
に
、「
悉
皆
調
査
」
を
「
悉し
つ

皆
調
査
」
に
改
め
、「（
麦
に
つ
い
て
当
該
確
認
の
方
法
に
代
え
て
売
渡
数

量
の
確
認
の
方
法
に
よ
り
当
該
調
査
を
行
つ
た
と
し
た
場
合
を
含
む
。）、
当
該
通
知
が
第
一
第
四
項
の
調
査
（
収
穫
前

に
お
け
る
実
測
の
方
法
に
よ
り
行
つ
た
調
査
を
除
く
。）に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
組
合
員
等
の
一
部
に
つ
き

出
荷
資
料
の
確
認
の
方
法
に
よ
り
調
査
を
行
つ
た
と
し
た
場
合
」
を
削
り
、「
、
乾
燥
調
製
施
設
に
お
け
る
計
量
結
果
の

確
認
の
方
法
（
売
渡
数
量
の
確
認
の
方
法
を
含
む
。）又
は
出
荷
資
料
」
を
「
又
は
計
量
結
果
等
」
に
、「
行
う
も
の
と
す

る
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、「
な
お
、
組
合
等
の
区
域
に
離
島
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

離
島
に
お
け
る
抜
取
調
査
を
す
べ
て
実
測
の
方
法
に
よ
り
行
つ
た
場
合
に
は
、
連
合
会
抜
取
調
査
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。」を
削
り
、
第
二
第
十
一
項
中
「
第
六
項
及
び
第
八
項
」
を
「
第
九
項
及
び
第
十
一
項
」
に
、「
通

知
す
る
も
の
と
す
る
」
を
「
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
第
十
四
項
と
し
、
第
二
第
十
項
中

「
第
六
項
又
は
第
八
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
九
項
又
は
第
十
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、同
項
を
第
二
第
十
三
項
と
し
、

第
二
第
九
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
第
十
二
項
と
し
、
第
二
第
八
項
本
文
中
「
第
六
項
」

を
「
第
九
項
」
に
、「
第
五
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
五
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同
項

を
第
二
第
十
一
項
と
し
、
第
二
第
七
項
を
第
二
第
十
項
と
し
、
第
二
第
六
項
を
第
二
第
九
項
と
し
、第
二
第
五
項
中「
第

一
項
の
」
を
「
連
合
会
抜
取
調
査
、
第
二
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
第
八
項
と
し
、第
二
第
四
項
中「
委

員
を
も
」
を
「
委
員
（
連
合
会
が
計
量
結
果
等
の
確
認
の
方
法
に
よ
り
連
合
会
抜
取
調
査
（
計
量
結
果
等
を
管
理
す
る

者
か
ら
計
量
結
果
等
の
提
供
を
受
け
て
当
該
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。）を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
損
害
評
価

員
）
に
も
」
に
、「
に
従
事
さ
せ
る
」
を
「
を
行
わ
せ
る
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
第
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

７

連
合
会
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
調
査
に
参
加
す
る
と
き
は
、
損
害
評
価
員
又
は
連
合
会
の
職
員
に
当
該
調
査
を

行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
損
害
評
価
会
の
委
員
に
も
行
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
第
三
項
中
「
職
員
」
の
下
に「（
連
合
会
が
計
量
結
果
等
の
確
認
の
方
法
に
よ
り
連
合
会
抜
取
調
査
（
計
量
結
果

等
を
管
理
す
る
者
か
ら
計
量
結
果
等
の
提
供
を
受
け
て
当
該
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。）を
行
う
場
合
に
あ
つ
て

は
、
損
害
評
価
会
の
委
員
又
は
連
合
会
の
職
員
）」を
加
え
、
同
項
を
第
二
第
五
項
と
し
、
第
二
第
二
項
を
第
二
第
四
項

と
し
、
第
二
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

連
合
会
は
、
組
合
等
が
第
一
第
六
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
損
害
評
価
地
区
を
定
め
な
い
で
第
一
第
一
項
、
第

三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
（
収
穫
前
に
お
け
る
実
測
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。）を
行
う
場
合

に
お
い
て
、
連
合
会
が
当
該
調
査
に
参
加
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
調
査
を
も
つ
て
連
合

会
抜
取
調
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

連
合
会
は
、
第
一
第
七
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
第
一
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
つ
た

と
き
、
又
は
組
合
等
の
区
域
に
離
島
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
い
て
当
該
離
島
に
お
け
る
抜
取
調
査
を
全
て
実
測
の
方

法
に
よ
り
行
つ
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
連
合
会
抜
取
調
査
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
第
一
項
中
「
北
海
道
統
計
・
情
報
事
務
所
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
統
計
・
情
報
事
務
所
、
沖
縄
総
合

事
務
局
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
「
地
方
農
政
事
務
所
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
、
地
方
農
政
事
務
所
統
計
部
、
北
海

道
農
政
事
務
所
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
農
政
事
務
所
統
計
部
、
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
セ
ン
タ
ー
」に
、

「
通
知
す
る
も
の
と
す
る
」
を
「
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
第
三
第
二
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」

に
、「
北
海
道
統
計
・
情
報
事
務
所
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
統
計
・
情
報
事
務
所
、
沖
縄
総
合
事
務
局
統
計
・

情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
「
地
方
農
政
事
務
所
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
、
地
方
農
政
事
務
所
統
計
部
、
北
海
道
農
政
事
務
所

統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
農
政
事
務
所
統
計
部
、
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
農
作
物
共
済
損
害
認
定
準
則
の
規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
産
の
農
作
物
に
係
る
農
作
物

共
済
の
共
済
関
係
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
し
、
平
成
二
十
二
年
以
前
の
年
産
の
農
作
物
に
係
る
農
作
物
共
済
の
共
済
関

係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
九
十
七
号

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
九
十
八
条
の
二
（
同
法
第
百
三
十
二
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
果
樹
共
済
損
害
認
定
準
則
（
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
十
七
日
農
林

省
告
示
第
二
千
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

第
一
第
一
項
中
「
通
知
（
」
を
「
規
定
に
よ
る
通
知
（
」
に
、「
通
知
）」を
「
規
定
に
よ
る
通
知
）」に
、「
す
べ
て
」
を

「
全
て
」
に
改
め
、
第
一
第
二
項
中
「
の
調
査
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
調
査
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」に
、「
に
は
」

を
「
に
お
い
て
」
に
改
め
、
第
一
第
三
項
中
「
通
知
を
受
け
た
」
を
「
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
」
に
、「
す
べ
て
」

を
「
全
て
」
に
改
め
、
第
一
第
十
四
項
を
第
一
第
十
六
項
と
し
、
第
一
第
十
三
項
中
「
第
十
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に

改
め
、
同
項
を
第
一
第
十
五
項
と
し
、
第
一
第
十
二
項
中
「
第
十
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
十

四
項
と
し
、
第
一
第
十
一
項
中
「
第
二
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
」
を
「
第
二
第
十
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
の
規
定

に
よ
る
」
に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
十
三
項
と
し
、
第
一
第
十
項
を
第
一
第
十
二
項
と
し
、
第
一
第
九
項
中
「
又
は
組

合
等
」
を
「
及
び
組
合
等
」
に
、「
調
査
」
を
「
規
定
に
よ
る
調
査
」
に
改
め
、
同
項
を
第
一
第
十
一
項
と
し
、
第
一
第

八
項
中
「
前
項
の
」
を
削
り
、「
職
員
」
の
下
に「（
組
合
等
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
損
害
評
価
会
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